
　子どもや高齢者を交通事故から守るため、市民一人ひとりが
交通ルールとマナーを守って、交通事故をなくしましょう。

【実践事項】
◦車を運転するときは、学校、幼稚園、保育所、公園、病院など、子
どもや高齢者が利用する施設の近くでは徐行し、十分な安全
確認をしましょう。
◦歩行者と出会ったら、進路を譲りましょう。
◦家庭では自宅周辺の危険箇所を例に、安全な道路の通行方法
について家族で話し合いましょう。
◦子どもや高齢者が外出するときは、交通安全についてひと声
かけましょう。
◦夜間は反射材や目立つ色の服装を着用しましょう。
◦自転車を運転するときは、携帯電話の利用、２人乗り、無灯火
運転などの危険行為はやめましょう。
◦シートベルト、チャイルドシートの着用を徹底しましょう。
◦飲酒運転は重大な犯罪です。お酒の出る会合では、帰路の車
の運転に備えて飲酒をしない人（ハンドルキーパー）を決めま
しょう。

4月6日（金）～15日（日）
春の全国交通安全運動

コミュニティバス乗継制度の実証実験を行います

信楽高原鐵道・甲賀市コミュニティバス共通
１日フリー乗車券　発売中

《 期間：４月１日から平成25年３月31日まで 》

●
自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
自
閉
症
は「
常
に
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
状
態
」と
考
え
ら
れ
た
り
、「
親
の
育
て

方
が
冷
た
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
誤

解
で
す
。

　
脳
の
機
能
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
発
達
す
る
こ

と
か
ら
起
こ
る
障
害
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
人

と
の
関
わ
り
に
く
さ
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
り
に
く
さ
」、「
特
定
の
も
の
へ
の
こ
だ

わ
り
や
想
像
力
の
と
ぼ
し
さ
」と
い
っ
た
特
徴

が
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
…◦�

気
持
ち
や
感
情
が

上
手
く
伝
え
ら
れ

な
い

◦�

他
人
の
言
葉
の
意

図
が
わ
か
ら
な
い

◦�

社
会
の
規
則
が
な

か
な
か
理
解
で
き

な
い

　
他
に
は「
話
し
言
葉

が
わ
か
り
に
く
い
」、

「
い
つ
も
と
違
う
と

（
予
想
と
違
う
と
）不

安
に
な
り
や
す
い
」、「
興
味
や
関
心
の
幅
が
狭

い
」、「
特
定
の
音
や
刺
激
が
苦
手
」な
ど
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
反
面「
純
粋
」で
、

自
分
が
感
じ
た
ま
ま
に
話
し
た
り
、行
動
し
た

り
し
ま
す
。
感
覚
が
鋭
い
人
や
記
憶
力
が
非
常

に
良
い
人
も
い
ま
す
。

　
自
閉
症
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
、そ
の
行
動

や
態
度
の
意
味
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

●�

自
閉
症
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

に
な
る
よ
う
に
応
援
し
て
く
だ
さ
い

　
同
じ
時
代
に
生
ま
れ
、共
に
社
会
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、誰
も
が
大

切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　
皆
が
同
じ
よ
う
に
育
つ
わ
け
で
は
な
く
、一

人
ひ
と
り
の
育
ち
の
違
い
を
理
解
し
あ
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
こ
の
社
会
に
自
閉
症
の
人
へ
の
理
解
者
が
一

人
で
も
増
え
、誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
め
ざ
し
、地
域
特
性

を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
や
販
売
促
進
等
に
必
要
な
経

費
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
制
度
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
補
助
対
象
事
業
者

　
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
行
う
、法
人
ま
た
は
個
人

■
補
助
対
象
事
業

　
他
の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
次
の
事
業

⑴�

特
産
品
の
開
発
ま
た
は
既
存
の
特
産
品
を
改
良
し
、

新
し
く
商
品
化
す
る
事
業

⑵�

特
産
品
の
製
造
に
つ
い
て
、甲
賀
市
で
生
産
す
る
原

材
料
を
使
用
し
、商
品
化
す
る
事
業

⑶�

商
品
ま
た
は
商
品
名
が
甲
賀
市
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
も
の
を
商
品
化
す
る
事
業

■
補
助
率
等

　
補
助
金
の
額
は
、補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　

補
助
金
の
限
度
額
は
、新
規
商
品
の
開
発
事
業
は

50
万
円
、既
存
商
品
の
改
良
事
業
は
10
万
円

■
募
集
期
間　

　
　
４
月
２
日（
月
）～ 

６
月
29
日（
金
）

　
こ
の
賞
は
、地
域
等
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及・振
興
に
永
年
貢

献
し
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
た
県
内
の
個
人・
団
体
に
対
し
、県
知
事

よ
り
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、市
内
か
ら
は
、個

人
表
彰
と
し
て
、信
楽
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
熊く
ま
谷が
い
尚な
お
子こ

さ
ん（
信
楽
町
）、総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｃ
ｉ
ａ
ｏ
の
野の

尻じ
り

徳と
く

太た

郎ろ
う

さ

ん（
土
山
町
）の
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
名
に
つ
い
て
は
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で

な
く
地
域
行
事
や
奉
仕
活
動
等
に
も
積
極
的

に
取
組
み
、社
会
性
を
育
む
活
動
を
推
進
し
た

こ
と
や
、市
体
育
協
会
、競
技
団
体
等
の
各
組

織
の
中
心
的
存
在
と
し
て
各
種
事
業
の
企
画・

立
案
や
事
業
の
充
実
に
努
め
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
引
き

続
き
ご
活
躍
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　
国
連
総
会
に
お
い
て
、毎
年
４
月
２
日
を「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」と
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
、世
界
各
地
に
お
い
て
自
閉
症
に
関
す
る
啓
発
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
、一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
深
ま
り
、自
閉
症
の
人
々
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、４
月
２
日
～
８
日
を
発
達
障
害
啓
発
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度　
滋
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
受
賞

市内から２名が受賞

問
い
合
わ
せ

　
発
達
支
援
室

　
☎
６
５
‐
０
７
３
５　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５

問
い
合
わ
せ

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
８
６
‐
８
０
２
３　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

生活環境課
  ☎65-0686　Fax63-4582問い合わせ

問
い
合
わ
せ

　
商
工
政
策
課　
商
工
業
振
興
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
９　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

乗継
バス停

※コミュニティ
　バス利用

※コミュニティバス利用鉄道
利用

乗継
バス停

貴　

生　

川　

駅

信
楽
高
原
鐵
道 

各
駅

甲
南
・
寺
庄
・
甲
賀
・
油
日
駅

【はーとバス】
・八田ルート
・和野・中畑ルート
・広野台ルート

【信楽高原バス】
・田代・畑・陶芸の森ルート
・朝宮ルート
・多羅尾ルート
・宮町巡回ルート
・江田巡回ルート

【ハローバス甲賀】
・油日線
・佐山線
・大原線

【ハローバス甲南】
・北線
・東線
・南線
・西線
・環状線
・希望ケ丘・水口線（注）

注：希望ケ丘・水口線は貴生川駅での乗り継ぎとなります。

新
し
い
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
を
め
ざ
し
て

地
域
特
産
品
開
発
事
業
補
助

政策推進室　交通政策係
☎65-0672　Fax63-4554

問い合わせ

　コミュニティバスの更なる利便性
向上と料金等利用負担の均一化を検
証するため、右記により乗継制度の実
証実験を行います。実証実験により
指定した右記のコミュニティバス区
間は１乗車分（250円）の負担でご利
用可能となります。今後、その実証実
験を基に甲賀市に適したコミュニ
ティバス路線体系の検討を進めてい
きます。

右記のコミュニティバス区間は
１乗車分（250円）でご利用できます
例）�コミュニティバス油日線から八田
ルートへの乗換は1乗車分（250
円）で利用できます。

◦�乗継券をコミュニティバス車内で発
行します。
◦鉄道乗車運賃は別途必要です。

※�詳しくは地域市民センターなどに置い
ています「甲賀市公共交通連携時刻表」
をご確認ください。

１日乗り放題のお得なチケットを各地域市民センターや信楽駅などで発売中です。
市内観光などにぜひお買い求めください。

◎販売金額	 大人（中学生以上）	 1,200円
	 小人（小学生以下）	 600円

政策推進室　交通政策係　☎65-0672　 Fax63-4554問い合わせ

見　本
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